


















　環境運動ネットの皆様、寒い日が続きますね。２００１年の４月にクマタカの雛が、紀伊丹生川ダム建設予定地に誕生しま


した。ダム建設を考える会は、毎月クマタカの観察をしています。雛から若鳥に成長して、玉川峡の空を元気に飛び回っています。玉川峡にダムが建設されると、クマタカの親子は棲息できなくなるでしょう。クマタカは、レッドデータブックの絶滅危惧ⅠＢ類に指定されており、食物連鎖の頂点にたつ動物です。クマタカの棲む山林は、動物の種類が豊富であることを示しています。豊かな自然が残された玉川峡は、人間にとっても必要な場所なのです。


　その玉川峡にダム建設を、するのかしないのかを決定するのが、紀ノ川流域委員会の役目です。第７回委員会が３月２日午後２時より打田町民会館であります。皆さんもぜひ委員会の傍聴にご出席下さい。傍聴者の発言も可能です。


　　　　紀伊丹生川ダムの建設を考える会　　木ノ本たかみ








(資　料)








　　　　　　　　　　　以下に紹介するのは、ＮＧＯいのちと環境ネットワークの長野晃さんが二月に寝屋川市で講演


　　　　　　　　　　　された「子どもの健康とダイオキシン、大気汚染」のなかから抜粋したものです。








ダイオキシンの毒性


ダイオキシンの毒性は、ベトナム戦争で米軍によって


　散布された枯葉剤を浴びた人からベトちゃんドクちゃん


　のような二重胎児が生まれる催奇形性やイタリアでの農薬工場爆発事故によるダイオキシン事故で多くの動物が


　急死するような毒性が知られています。しかし、こうした


　大量のダイオキシンを一度に摂取しておこる急性毒性の事例は現在殆どみられません。現在、最も重視しなければ


　ならないのは、極微量であっても、毎日摂取しつづけることによって、体内に蓄積して発現したり、母体中の胎児への影響による世代間におよぶ内分泌物質(環境ホルモン)としての極めて多様な毒性です。


　　環境ホルモンというのは、体に摂取することによって、本来、体の中で作られるホルモンと同じような作用をしたり、ホルモンの働きを妨害して、正常なホルモンの働きを狂わせる物質です。ダイオキシンも環境ホルモンの一種です。


　　現在わかっているダイオキシンの毒性は、発がん性、子宮内膜症、免疫毒性、神経障害、催奇性、アトピー性皮膚炎などがあることが明らかになってきています。


　　このようにダイオキシンは、極微量の摂取を続けることで、様々な病気の原因となり、とりわけ胎児や乳児が摂取することで、世代間の毒性として働くことも明らかになってきました。


　　こうした毒性は、ダイオキシンがもつホルモンかく乱作用と密接な関わりがあると考えられています。つまり、ダ


　　





イオキシンの環境ホルモンとしての毒性こそ、人間の維　　　　持・保存・継続を脅かしかねない危険性をはらんでいます。


　ダイオキシン類の毒性には、まだまだわからないことも多く、研究の進展が望まれるとともに、ダイオキシンの発生抑制と環境汚染防止のいっそうの徹底が求められているのです。


二、ダイオキシンの摂取は圧倒的に食品から


ダイオキシン類の摂取の九割以上が食品から


環境省による「わが国におけるダイオキシン曝露状況」(二０００年一一月発表)によれば、ダイオキシン摂取経路別の寄与割合(推定)は、食事から九三・七三％大気中から四・ニ四％、土壌から二・０三％とされています。


食品からのダイオキシン摂取量が増える傾向に


食品からのダイオキシン摂取量はどうなっているでしょうか。


　旧厚生省は、九六年度以降、食品からのダイオキシンの一日摂取量調査を実施し発表しています。


　それによれば、全国平均の一日平均摂取量は九六年度から九九年度にかけて増えています。ところが、二００一年一二月厚生労働省発表によると、全国平均値は「急減」し、「平均的な食生活をしている日本人のダイオキシン類摂取量(推定)では、現在のところ食品衛生上の問題はないと考える」などと「安全宣言」をしています。どうして、調査数値が「急減」したのか、その説明を聞きたいものです。　(以下次号につづく)








